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LEMONの 學 名 に 就 て1)

田 中 長 三 郎

(大正十四年一 月六 日受領)

著 者 は前 號 に掲 げ た る論 著(17)に 於 てLemonの 學 名 と して 目下 用 うる所 のonrtesLimonta

O8甲 ・Kを 排 し,(7itrusLim・nBURM・ を採用 す べ き事 を提 議 した り・ 蓋SmxαLX(16)の 前 學 名

使 用 を提 案 した り し理 由 は(iSBECKの(litrusLimoniaの 學 名 中廣 京 産Na-m;lngと 構 す る もの

以 外 にEuropeanIemonを 含 有 せ り との 前 提 に基 け る もの な るが,著 者 の 研 究 に撮 れ ばCanq

tonlem・nは 蕾 にEuropean1emonと 全 然 異 る種 類 た るの み な らす,09BEcKの 記 行 文 中此両 者

を混 同 せ る黙 を襲 見 せ す,依 てOltrusl伽 廠 の 學 名 は 唯 前 者 に の み 當嵌 る もの な るが 故

Europeanlemonに は其earheSもValidm皿eた るNLB皿MANNのOnrusLimonを 推 樗 せ るな

り。 今 此 問 題 に關 す る複 雑 な る命名 學 上 の 疑 義 を鼓 に閑 明 せ ん と欲 す 。

先 づOsbeckのCitrus limoniaが 全 然Cantonlemonの み を指 せ る もの に して少 し もEuropean

lemoコ を含 ま ざ る事 を説明 せ ん とす 。何 となれ ば若 しSwiNGLEの 云 ふ如 くな らばCitruslimo-

niaの 名 をEuropean1emonの 學 名 と し てreserveし ,Cantonlemonに は別 名 を下 す を正 し と

す れ ば な り。依 てOSBECK(11)の 原 版 に掲 ぐる廣 東産Namangの 記事 を左 に抄 出 す。

(p. 135)  "  L  tmtj  es Wu, som bra sm 6 runda ooh myoket sura Citroner, pa Chinesiska Na- 

many kallade, hwilka burkas (gemenligen omogne) til Pounohe i sta!let for Tamarinder eller 

wanliga Citroner, • • • "

『レームチエス樹,小 形圓形に して甚だ酸 きlemon果 を結ぶ,支 那人之をナ モン 〔檸檬〕
ゆ

と稻 し,Tamarind〔 羅望子〕の代用として通常のLemonの 如 く(普 通未熟の倦)ポ ンスに

使用す,云 々』

(p. 192)  "  L  m-tjes (*) (jUmfor p. 135) • • . Traden, som sildes uti krukor, woro sailer ofwer 

en aln hoga, ooh til utseende soma Citrontran. • • • 
" (*) Caulis teres , subsoaber, oinereus, pallide striatus. Rami inordinati, patentee, reflexi, ra-

riu, spinosi. Ramuli spinis reotis, acutissimis, alternis vel ex alis ramulorum. Folia alterna, 

oblongo-lanceolata, petiolata, suborenata. Petioli subalati, lineares ". `

1)九 州帝 國大學農學部園藝學教室寄與eSff。()内 の番號は引用丈献の順位7svJ。



『レームチエス樹,(135頁 参照)〔 前略〕樹は鉢植にして費 り居れ るが其高さ一ヤール位に

過ぎす,而 して其状Lemonの 如 し。云々

〔脚註〕『幹は圓鑓形にして稻粗面,次 色 を呈 し,淡 色の線條あ り。枝は序列な く,開 出し,
マレ

反 曲 し,稀 に刺 あ り。 小 枝 は直 刺 あ りて甚 だ 鋭,刺 は互 生 す るか 小枝 の 曲 り角 に 生 す 。葉

は互 生,長 楕 圓状 披 針 形 に して葉 柄 あ り,稻 鈍 鋸 歯 あ り。葉 柄 は稻 廣 く,線状 を なす 。』

右 の 記 相 丈 はSwlNGLE"apPliesverywelltotl}elem・ ガ'と 稻 す る もLemonの 葉 は 決 して長

楕 圓状 披 針形 に 非 す,又 葉 柄 の 翼 を全 然 鋏 如 す るが 故 決 して"petiolisub・lati"と 稻 せ ら る事

な し。 然 る にCantonne皿 〇五 は葉 正 に長 楕 圓 叉長 楕 圓状 披 針 形 を な し線状 の 翼 葉 あ り。刺 も

亦Lemonに 比 して極 め て鋭 し。 即 右 の 記 相 丈 はCantonLemon'に は 一一も魁 燭 せ ざれ ど も,

EuropeanLemonの 記 載 と して は 不 都 合 の 鮎 多 し,鋸 歯 の 如 き もCantonLemonの 方more

orenateな り。叉 廣 東 花 戸 は今 も檸 檬 を鉢 植 と して販 費 し,果 實 は廣 東市 場 に現 は るSの み な

らす 遠 く香 港 まで 搬 田費 鷲 げ る事 著 者 の親 し く實 見 す る所 な り。

又 ・SwiNGLEは"09BEcKevidentlyintendedtoineludeinthigspeciestheGommonlemonsuchas

hesaw9「owinginSPain,th・ughtiedidn・tfindtheminChina"と 云 ふ も,前 掲 の 瑞 典 語 本丈 を

精 讃 せ ばOsBEcKはcommonlemonを 比 較 材 料 と してCantonlemonを 記 述 こそ した れ,決

し て此両 者 を混 同 叉 同 一 覗 した る鮎 を認 め得 ざ るべ し。即(iSBECKの 記 述 ぜ る ●Cantonlemon

の 記 文 は決 し てEuropeanlemonを 含 有 せ・るに 非 す と噺す る事 を得 べ し。

猫OSBECKのLZIm-tjesは 廣 東 昔 に てLe-mu-tzeと 云 ふ をtranseribeせ るが 如 く,其 の漢 字

は里 木 子 な らん と思 は る。 里 木 子(Li-mu-tzif>は 即 黎様子(Cantonlemon)の 異 名 と して廣 東

薪 語,華 夷 花 木 鳥 獣 珍 玩 考(廣 州 記 引 用)等 に使 用 せ らるS所 に し て廣i東方 面 の 俗 名 な る事

明 か な り。 又 廣 東 に はEar・peanlem・nを 産 せ ざ る に非 ざ る も極 めて稀 なb。

次 に 考 究す べ き種 名 は等 し く1768年 に稜 表せ られ た るM・IZiLERのUmonvtilgaris並 にN.L.

BUIIMANNの α吻3Zimonな りo

前種Limon vulgaris Mill.は現 在 のCitrus属 をAurantium,Citreum及Limonの 三 属 に分 ち て

設 定 した る もの な るが,此 學 名 に樹 して 二 つ の 疑 義 あ り,即(1)Limonは 果 して正 當 な る屡

名 な りや 否や,(2)vulgarisは 之 を現 用のCitrusにcombineし て使 用 し得 るや の 二 鮎 即 之 な

り。

論 議(1)Limonは 正 當 の 属 名 な りや 否 や,或 は軍 にbinomial nomenclature採 用以 前 の 前

諸 版 の 慣 用 を受 け糠 ぎ て用 ゐた る種 名 に して,vulgaris等 は単 に変 種 名 た るに偶 々binomial



の 形 式 な るが 故 に種 の 如 く見 ゆ るに 非 ざ るか 。

考 ふ る にMilLER(10)の 思 想 はLZNNaEVS以 前 よ り糧 承 せ る もの な る は眞 に して,LinNAEus

が其Clifford侯 庭 園 に於 け る研 究 に基 き柑 橘 を二 種 とな ぜ しに反 し,其 先騒 者た るTour

NEFoRT`が 柑 橘 を三類 に分 て る に從 ひた る もの な り。 而 してT・URNBF・RT=(19)の 三 類 は明 に麗

に して 種 に非 す,且 又柑 橘 全 類 を三 分 す るの思 想 は更 に 古 くF職 櫛u繕 ⑥ に基 くもの に し

で,其 柑 橘 三 類 伽 伽mcitreum・Malumlimonum,及Malum aurantiumをHESPEriDEsの 三 女神

AEGLE,Arethusa,及HEspeRTHusAに 擬 した るに始 る もの な り。 斯 の 如 く に してTouRNeFoRt

の三 属 は各 々 少 くも幾 何 か の異 種 を含有 し,MilLERのLimOn亦Mm・ 物頭 ㎜甜漉(即 ちLime)

Limon racemosum(一 種 の畸形 品 鰍)等 の"species"〔 と明 記 す〕 を含 むが 故 に,此 の 麗 名Li

monは 假 令pre-LinneangenUSな りと難 もMillERは 明 に属 と して使 用 せ る もの な りと断 ず

可 し。 即Limon vulgaris Mill.は 正當 な る種 に して 之 を別 属 に移 さん とす れ ばvulgarisを 移 行

せ しめ ざ る可か らず 。 故 にCitrusLimon(Mill)の 如 きcombinationは 假 令TARGioni(18)の

使 用 せ るsynonym中 に稜 見 す る所 な る も是 有 り得 べ か らざ る事 な り。若 し(MrusMMonn.sp.

を設 定 す とか,或 はSTEuDEL(15)のsynonymと して使 用 せ し如 く,CitrusLimonH・RT・ と し

て 活用 す るな らぼ 謂 な きに 非 ざ る も,墜今 日多数 の 先 着 命 名 あ る以 上 到 底 其 の 成 立 は 望 む 可 く

も あ らざ るな り,況 やhomoriymCUmagLimonIinRM.の 存 在 あ る をや 。

論 議(2)LimonvulgarisMmb.は 適 法 の種 な りと し て之 を ・Oitru,g麗に移 し,Citrus。 吻 廟

(Mma)n…mb{と な す事 可能 な りや 否 や 。

現 用 命 名規 約(t3)第27款 に從 へ ば,新 ・・mbinati・nを なす場 合 に既 に該 属 にhemonym

の 存 在 す る以 上 は 不 成 立 に終 る もの に して,Cttrusvul9αris(MmL,)も 既 にhemonymO伽8

V吻artsRiEs・ の 存 在 す る以 上 成立 せ ざ るは當 然 な り。 尤 も後 者 は現 今OStrUSAurantiumLn;N

(Sour・range)の 異 名 と して 慶 案 せ られ た りと は云 へ 決 して 潰 滅 せ し に は非 す,即 此G・mbi・

r,ati・nは結 局 不 成立 の 止 む な きな り。蓋 是 等 の顯 はWienC・deの 最 大 特 黙 に して,此間の 漕

息 に通 す るREHDER(13)の 明 確 に指 示 す る所 な り。

次 にCitrttsLimonBURM・ に就 きて考 査 を加 へ ざ る可 か らす 。今 左 にBURMANN(5)記 読 の 全

文 を抄 出 して 之 を論 ぜ ん と欲 す 。

 "CITRUS (Limon) petiolis linoaribus. Linn. sp. 1100. 

Limonia maIus silvestris zeylanica, fructu pumilo, sett Limones sylvestres. Burm. zeyl. 43. t. 

65. f. I.



 Limonellus own varietatibus. Bumph. amb. 2. p. 108. t. 29. ego. 

Mains Limonia acida. Bauh. pin. 436. 

Crandang malaice Javanis. 

Habitat in India & Europe ".

本文は一見 の記事其儘の引用を皐項 とせる の如 く見ゆるも,L工NNAEU9 nomen  nudum LIN.

NAEUs
.は 決 して なる種 を設定 したる事なく,從 て本種は 、 のCitrus Limon L工NNAEU9  Species

Plantarum .に 設定したる の な りと見傲すを至當 となすCitrus 1MTedica  $ Limon  new combination

べ しδ而 して此の場合に ,の 字句は単なる引用句な りや,或 は著者の記
 "  petiolis= linearibus "

相文な りやは先づ第一一・■に決定せざる可からさる問題な り。今之を論議(1)に 於て評論し,弐

で(2)の は のみを意味するや否や,(3)は 果して を LINNAEUS Limon len is r BUBMANN lemon

記せるか,少 くも本丈に を含有せ しめ居れるや否や等の問題に就き審議せんと欲す。lemon

論 議(1)の 字句は 自身の記読な りや將叉 の字句
 "  petiotis linearibus " BURMANN LINNAEUB

を引用せるものな りや。

第一上記の書き振 より論すれぱ は一の接続せ る文章にして本
 "  Citrus petiolis linearibus "

植物の名稽なり,は 此名稻に與へた る 『種名』にして此の種の記法は の仰 脚 箆)  LINNAEUS

Species plantarum,
'

或は 其當時の著述に一貫する慣例な り。而 して引猿する には同Linn.SP.

一の名構 〔葉柄線状 なる柑橘〕 に甥して なる 『種名』を附``Citru" ・]petioliglinearibusse 漉 〔伽 α

與せるが故強ち上記の一節は の著述 より引擦せ りとのみ解すべ くも非ざるな り。1」ENNAEvs

即 左 に の 引 け る1100即'の 第 二版(1762) BUBMANN Linn. sp. LINNAEUS (9) Species plantarum

P・1100の 關係全節を抄出して参考に供す。

 "  Medica . I. CITRUS petiolis linearibas. Hort. cli f: 379. Hort. ups. 236. Mat. need. 366. Roy. 

             lugdb. 266. 

Malus Medics. Bauh. pin. 435. 

Limon O. Limon vulgaris Ferr. help. 193. 

Mains Limonia acids. Bauh. pin. 436. 

          Habitat in. Asia, Media, Assyria, Persia. 

          Varietates hujus hodie numerosissimae una cum segenti mixtae, de quibus Hesperides 

consulendae."

欄外の 及 は今日種名叉は変種名と解せらる髭もの本丈に於ける の

柑橘第一類の名稻は依然 たるなり。而してこの名稻は本書初版

Medioa,  Limon.

" CITRUS petiolis linealibus "

Lim aztrs

に初めて附與せ られた るに非ざる詮として 以下の交献 を引用せ るな り。Hortus Oliffortianus

叉其の強ち の原交を其盛引擦せるに非ざる事は同書(8)に は全然種名をHortus  Cliffortianus



與へす,を 標題に挫 え,種 類 として単 に1及2を挙げ,其 の記交 として夫々'Citrus  Petio-

lus linealibus 及 と記 し,1に は其中のに α〔即 及 β〔即 を設Petioli8alムtis  Citron Le皿oガ

け,各 記事な く唯引用書を記せ る等全然体 裁を異にせ る事にても知 らるるな り。叉本文に於

ても 以下の文章は第一一種(Citron及Lemon)全 膣に掛 りLemonの みの記事に非 "  Habitat  "

す 。 叉BURMANNの 引擦 中 に て も の は
 "Limonellus cum varietatibus" cum varietatibus BIIRMANN

の記入たるな り。即是等の事情を参酌し七考ふるに,の 字句は元來 坤 一``petiJlislinearibus,,

NAEVSの 始 め て用 ゐた る所 な る も,BuBMANNは 之 を借 りて以 て 自家 の 種onrusLimonの 記 事

に利用せりと考ふるを最も適當なりとす。即 たるもCitrus  Linton BURM. nomen subnudum

nomonnudum とは稻し得ざるな り。

論 議(2)基 礎 と な りた る の は1emonの Citrus Limon BURNT. 1 LINNAEUS Citrus Medica $ Linton

みを意味し,他 を含有せざるや。

今 此 の 問 題 を解 決 す るに は(i)1,INNAEUSの が 記交 と一 致 す るや 否 や,(ii)type specimen

LrNNAEUSの 引 擦 せ し種 が 正 し くLem… を 示 す や 否 や,(iii)LINNAEUgの 本 品 をLe皿on以 外

の ものと解稈せ る論 ありや否や等の三貼に渉 りて考究するを要す。

(i)1,INNAEUSの の 所 藏)を 槍 す る に 其Oit,'usneType specimen (London Linnean Society

標 本6葉 中葉 翼 線 状 を なす もの はas-一一種 に擬 した る 一 葉 と1em・n-eeと よ り
Sweo七 〇rarlge

以外に存せす,而 して前者 を第一種即)の 位置に置けるはLエNNAEU9の 誤謬にしOitr%8mθ(licα 二

て,今 若 し之を除かば に相當するはLe皿 ・n以外に存せざるなり。 "  Citrus potiolis linealibus "

(ii)LINNAEUSの 引擦 せ し種 が正 し くLemonを 示 す や 否 や を槍 す る に,第 一 種即FEBRAB「us

の193に 記 す 所 のLirnDnvulgarisは 疑 も な きLemonに してP・191の 記 文,P・193Hesperides p.

の圖 共 に よ く之 を讃 す 。其 圖 は果 實 梢 長 形 に し て現 在Italyに 栽培 す るbimesmillatesと 云 ふ も

のに近似す。

第 二 種 の も亦 に他 な らざ るが如 し。即Pinax436・ 詳 BATJHINUS Malus Limonia acula lemon

し く云 へ ば1623年 版(2)P・436を 見 るに,Pinax theatri botanici

 "  Tum facie , tum facultate Citria referent : cujus plures differentiae, quaedam oblongiores, 

asperiores, cortice orassiore, Cucumeris aut Melonis effigie, nut Limae Adversar. dicuntur : alii 

cortice laeviore tenuiore succoaoidiore "

2)に 産の意 義にて地名な る故小字 にて記 すあ正 し≧なす。Malicaな る禺名叉人名使

拍 ぜ られ し事 なき故 皿 あ大字 となす理由な し。之に反 し 等 は 厨名な

る故大字 となすは其理由あ るな り。

 Medics Media

Aurantium, Limon TOURNEFORTI



『或は外貌 より叉性質より に擬せ られ居るも,夫 とは大に異れ り,或 者は長楕圓形

Citron

にして表面粗 く外皮厚 く,胡 瓜状3ζメPン 状をなし敵手 と稻せ らる。或者は外皮平滑Lima

にして軟 く,多 汁多酸な り。』〔次に其品種 を學 ぐ。〕

とあ り。即Citronに 似て長楕圓,粗 面又は平滑,多 汗多酸なるものLemonを 除きて他に

あるな し。3ζ其の平滑品は ならざるかの疑問を起さば起 し得ざるに非ざるも・llimeはLim③

決 してCitr・nに 擬せらる可くも非 ざる故本種は多 くの學者の認むる如 くLemonな りと稻す

べ きな り。

(lii)の をL・mon以 外 の もρ と解 せ る設 あ りや 否 や とXふ1」】〔NNAEvs  Citrus Medics B Limon

に,(1)は 之 を な りと記 し,又(7)の 如 き もL「SNAEusはLimeを AITON Lime STURTEVANT

Citrus medica 二含有せしめ居 りと記せるあ り。而 して著者の實見する所に依れば のLINNAUVs

Herbarium 中Limeの 標本二葉 もあ り。然 るにLimeは に屡せす
 "  Citrus petiolis linearibus "

(翼葉小なれども顯著な り),叉 其標本に限 りLrNNAEUsの 慣例を破 りて多数の自筆記事 あり,

之他の種は自ら記述出版せ る故標本に何等説明 を加ふるの要なきにLimeに 限 り自ら記述出

版の逞あらざ りし故特に標本上其の管見を記 し置けるに非ざるか。兎に角[,[NNAEUSの 全著

述に渉 りて幾何の調査をなすもLimeに 相當する記述 を発見 し得す,即LrNNAEU9はLime

を記蓮出版せざりしものにして,上 記 及 の如きは誤な りと日はざる可かAiTON  STEUTVENT

らざ るな り。

以 上 三 鮎 よ り推 論 せ ぱLn{MEusは 正 に其 β にLemonの み の意 味 を與 へ,心 してLemonに

相當する引櫨のみを挫えた りと弐はざる可か らす,即BUBMANNが 之をLe皿 ・nな りと解 して

newcombination をなし 種を設定せるならば其行爲は極めて正當なりと謂ふ事 Citrus _Limon

を得べし。

論 議.(3)は 果 して正 當 にLemonを 槍 し1・rNNAEVSの 種 に之 を せ るや, BURMANN identify

或は少くとも自己の稔したる種をLemonと 同種に麗すと解稈したるや。 或 は全然別種を

Lemonなbと 誤解して ㎞NA脚9のLemon學 名を之に當嵌めんとした るや。

此疑問を提起せる理由の主なるものはBURMANNの 引擦せ し種中の一一二は Lim (Citrus aur-

antifolia SWINGLE)た るが 故 に して,前 記の 提 案 を換 言 す れ ば,(i)BURMANNは 正 し くllemon

を見 た るに係 らす 誤 て エime'の 交 献 を引 用 した るか;(ii)BURMANNの 見 た る所 はLim・ 或 は

Lemon及Li皿e爾 者 に して之 を 同種 に麗 す と解 した るや,(tii)Limeを 「・emonな りと誤 認 し,

Lern・nの 學名を誤て之に當嵌たるや,の 三貼な り。 今之を論するに當 りて の引RUEMANN



用 せ る所 を詳 細 に説明 す べ し。

N・LBuRMANNの 第 一 に引 用 せ る其 兄Johan Burmannの 著Zeyl・即Thesaurus Zeylanious(4)

P.143〔 原 丈 に43と 記 せ るは誤 〕Tab・65・fig1一 は疑 もな くLimeに し て,其 圖 は花 枝 の頂 端

及 葉 腋 に籏 生 す る花 序 を書 き,葉 は 長 卵形 に して翼 葉 な く,葉 腋 に長刺 あ り。 但 圖の 如 き花 ・

序 は柑 橘 の 敦 れ の 種 に も存 せ ざ もの な るが,實 際Limeの 花 を 検 す るに其 のpeduncle甚 だ 短

き故 恰 もPedicalに 籏 生 す るか の 観 あ るな り。3ζ翼 葉 は通 常 明 瞭 な る も圖 位 の 大 さの 葉 に て

は往 々顯 著 な らざ るもの あ り,而 も大 盟 よ り見 れ ぼ葉 の 形 状 は宛 然 た るLimeに し て決 して

他 の 柑 橘 とは思 は れ ず 。3ζ圖 の 下 に記 せ るCeylon俗 名Dehighahaは 黄 色Dehiの 意 に して,

Dehiは 今 猫 同 島 に 於 て はT・imeの 俗 名 な る事 人 の 知 る所 な り。(例 へ ぱWz・Lrs(1A)P・129

を見 よ)。 第 二 に 引用 せ るRilMPHTusのamb.即HerbariumAmb・inense(15)い12・p・107

〔原文 にP-106と あ るは誤 〕tab・29は 何 な りや と云 ふ に,之 亦Limeな る事BONAV「A(3)の

考 詮 を侯 た す も明 か に してr・ipisな る俗 名 今猴 」ava等 にてLimeに 用 ゐ らるNな り。然 る に

BURMANNの"Gumvarietatibug"と 云 ふZ伽 傭 伽 の変 種,即Limonellusaeurarius・Limondl2tS

maau「ensis,LimomellUSαngntosus'等 は何 ぞや と云 ふ に,総 名 は等 し ぐ 工伽・nellttsと云 ふ も各 非

常 に異 れ る品 に し て,Lim・ ・Lemonと は縁遠 き もの な り,然 らばRUMPHrUSのLimomellMs

各 類 中全 然Lemonを 含 有 せ ず や と云 ふ に,其 のtab・29に はLemonに 類 す る果 を寳 き あ る事

B・MVIム の 指 摘 す る所 な り(AtlasCCXXVIIefindd参 照)。

・第 三 の 引 用 種MaluslimoniaacidaがLemonに して恐 ら くLimeを 含 ま ざ る可 き事 前 掲 の 如

し。

以 上 の前 提 を以 て本 論 に入 れ ば,

(i)BurMANNは 果 し て 印度 に於 てLemOnを 見,之 をLINNAEUsの 記せ るLimonと 同 一 な

り と解 した るや 。BUrMANNの 記 事 簡 に し て充 分 此 黙 を明 にぜ す 。 其 の記 せ しJava馬 來 語

Crandangと 云 ふ も今 日明 か な らす,抑 々Lemonが 印度 随 所 に 野 生 す るや 否や も疑 問 に して・

嚴 格 に云 へ ば何 が 故 にBU職A轍 がLemonを 印度 植 物 志 中 に加 へ た るか 疑 は し とぜ ざ る を得 ざ

る なb,然 れ ど も彼が 學 識 よ りしてLemonを 正 當 に理 解 せ す と は到 底 考 へ 得 られ ざ るな り。

㈹BURMANNの 見 た る所 は主 と してLimeな らざ るか 。 是 印度 に於 け るLimeの 分 布状 態

よbiBkへ ぼ 最 も首 肯 し易 き黙 に して・ 若 し印度 植物 志 に柵 橘 を加 ふ るな らぼLim・ を第 一 に

學 ぐべ き事論 な きな り。然 れ ど もBUBMANNが 産 地 と して 印 度 及 欧 洲 を挙げ 居 れ るは其Lime

の み を意 味 す る とぜ ば頗 る不 利 な り,何 となれ ばLi皿eはF]UtlBABrvSegの 記 読 な し とせ ざ る も

決 しでBURMANNの 如 き北 欧 植 物 家 に 著 目せ らるS程 普 通 に栽 培 せ られ す ・ 之 に反 しLemon



は最 も廣 く知 られ居ればな り。 は疑もなく印度に於て を見た りしなるべし, BURMANN Lime

然れども を見 ざりしと蓉ふ反詮も確存せざるなり。Lemon

(tii)は 全然 を記述をするの意志なく誤て の學名を使用 した るか。 BrumA  n Lemon Lemon

之亦何等の謝 廉な く,しか信すべき理由を認めす。

是等の諸鮎を綜合して考ふるに

(1)BURMANNの 引 撮 す る所 はLemon,Lime及 其 他 の 柑 橘 を含 む 事 。

(2)BVBMANNは が の変種な りと認めたるLemonを 種 と認 め之を昇格せ し LINNAEVs Citron

めたる事。

(めBuBMANNの 種は葉姻線状に して印度及欧洲に産する事。

(4)以 上の外BuRMANNの 種が何なるかを決定する資料なき事。

等の理由により 励班ム蝋 の に封 して次の見解を下す事を得べ し。 Citrus Limon

BURMANNは 印度 に於てLime或 は恐 らく栽培せ られた るLemonを 見,(更 に他の類似品を

も見)是 等 を皆同一の種に属すと鑑定を下 し,之 を丈献に徴 してLINNAEUsの  Citrus Melicu 0

Limon が 之 に當 る と考 へ,PtewmagLimonを 設 定 せ り,而 して敵 洲 に産 す るLemonを も之 に

含むと考へ種 を限定する記丈r葉 柄線状』を 採用 して主徴とせ りと。

右の見解 より は之をLemonの 學名としてvalidな りとなす事は命名規(]itrUSLimoηBURM.

約各條に照 して蓮背せす,即 今後此名稻の使用を推聡せ る所以なb。Limeの 學名としては

既 にvalidな る を せ る あ り, Limonia aurantifodia CREISTM. Combine Citrus aurantifolia SWINGLE

且Limeは 葉翼線状 な らす3ζnNMEU8の 中に も含まれ居 らざる故に、Citrus  Medico $ Limon

今本學名を以てLimeに 配する事不可能なるな り。

結 論

(1)b三 種は各猫立の種に して,目下 の學名として使Lemon, Lime, Canton Lemon Lemon

用せ らる二 は 以外に何者をも含有すべからざる事。 Citrus limonZa OsBECH Canton Lemon

(2)Le皿 ・nの 學 名 と して の 設 定 せ し はLimeを 含 有 せ すLINNAEus  Citrus Medics 0 Limon

之をLimeな りと解繹 し,或 は此内にLimeを 含むと考へた る諸詮は誤謬なる事。

(3)Lemomを よ り猫 立 せ し めた る 種 名 中最 初 の もの はLimonCitron(Citrus medica LINN.)

vulgaris  MILLER 及.あb,共 に 同 一・dateな る事 。Citrus Limon  BURMANN

(・1)を αtrus属 に 編 入 し てCitrusvulgαrisと な す 事 は 學 名 の 一 Limon vutgaris Sour orange



異名たる に とな りて許 されざる事。Citrus vulgaris  Risso homonym

(5)'の は正當の麗名なる故 の如 き は 不可MilleR  Limon Citrus Limon (MILL.) c ombination

能なり,尤 も 又 を設定するは不可能に非ざるも,之 よ

Citrus Limon n.sp.

 Citrus Limon HORT.

り の學名及 の存在ある散成立不能たる事。antedate homonym

(6)は 其の引用文厭中に明瞭なる 其他あり,又主 として をCitrus LimonBURM. Lime Lime

意味する如き観あるも,其 の.の 學名を正當に萢用 し,に 該當する短 LINNAEUS Lemon Lemon

認種徴を具へ,且 産地,引 用害の大牛等より本種は を含むと解する事最正當なる事。Lemon

(7)以 上の論擦 電り 以外の種 を意味する 引丈献を除き・ をLemon  Citrus Limon Burm.

Lemon のみの學名として今後使用する事は命名規約の許す所にして,著 者は之を推稻するも

の な り。

(大 正 十三年 十二 月稿)g
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ON THE  SCIENTIFIC NAME OF LEMON 

(Resum ) 

Tyozaburo TANAKA

(I) Lemon, lime and Canton lemon are three 'independet botanical species, 
    and Citrus limonia OSBECK given exclusively to the Canton lemon, is not 

    applicable to the European lemen, despite its present use for both. 

(2) Citrus medica 1 Limon LINN. is the first scientific name given to the 
    lemon, not including the . lime. It is therefore erroneous to . take it for 
    lime or to think it involvinglime, as is occasionally so misrepresented. 

(3) Limon vulgaris MI LL. ' and Citrus Limon. BURM. are names of lemon 
    bearing the same date, and are equally the first binomials of lemon in 

    the species rank raised from the previous subordinate position under citron. 

(4) The attempt to combine the former in the from of Citrus vulgaris is not 
    permissible, on account of the existence of the homonym Citrus vulgaris 

RISSO, though this name is at present rejected as a synonym of Citrus 
    Aurantium LINN., the sour orange. 

(5) It is likewise impossible to make use of such combinations as Citrus Limon 
    (MILL.) TARGIONI. or Citrus Limon HORT. ex STEUDEL, or otherwise 

    creating Citrus Limon n. sp., for the sake of the existence of antedate 

    names, at least the homonym C. Limon BURM. 

(6) Although Citrus Limon BURM. includes lime in its cited literatures and 
    appears to mean lime, it is nevertheless correct to approve that it pro-

    perly refers to. the Linnean name of lemon, bears the right diagnostic 
    character of lemon, and is backed by reasonable localities of occurence 

    and an authentic literature of lemon. 

(7) By these reasons, Citrus Limon BURM. (excl. a part of citations) is 
    concluded as valid, and it does not contradict to any rule of botanical 

   nomenclature in applying it for the name of common lemon. It is 

   therefore recommended to use this name as the authoritative specific 

    name of lemon..
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